
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究成果のポイント】 

新型コロナウイルス感染によって重症化した患者の血液データから、補体代替経路の活性化を伴う血管炎の

存在を特定 

新型コロナウイルス感染が可能なヒト血管オルガノイドモデルの開発に成功し、補体代替経路が血管炎や血

栓の原因となりうることを発見 

補体代替経路を増幅する D 因子に着目し、D 因子を阻害する半減期延長型抗 D 因子抗体を用いて新型コ

ロナウイルス感染モデルの血管炎症状の軽減に成功 
 

 概要 

国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大

学院情報学研究科の森 健策 教授は、大阪大学ヒ

ュ ー マ ン ・ メ タ バ ー ス 疾 患 研 究 拠 点 （ WPI-

PRIMe）の武部貴則教授、東京医科歯科大学、タ

ケダ-CiRA 共同研究プログラム（T-CiRA 共同研

究プログラム(Takeda-CiRA Joint Program for 

iPS Cell Applications)※1）、滋賀医科大学の共

同 研 究 グループと共 に、ヒト iPS 細 胞 ※ 2 由

来 の血 管 オルガ ノイド(Organoid) ※ 3 を作 成

し、それを用いて、新型コロナウイルス感染によ

って血 管 炎 （Endotheliopathy）※4 が発症し、

血栓形成が誘発されることを見出しました。さら

に、血管炎発症において補体代替経路※5 を増幅

する D 因子が重要であることを発見し、D 因
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ヒト血管オルガノイドを用いた 

新型コロナウイルス重症化メカニズムの解明 
―補体代替経路を標的とする血管炎の新たな治療薬開発に光― 



子を治療標的として抗体製剤を開発。サルへの投与実験によりその効果を実証しました。 

 新型コロナウイルス感染によって全身の血管で血栓ができやすくなり多臓器不全につながることは知ら
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なお、本研究は、以下の事業の一環で行われました。 

日本医療研究開発機構（AMED） 

 再生医療実現拠点ネットワークプログラム（課題番号：JP21bm0404045） 

 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（課題番号：JP20fk0108280） 

 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（課題番号：20fk0108404） 

 再生・細胞医療・遺伝子治療実現加速化プログラム 再生・細胞医療・遺伝子治療研究開発課題（非臨

床 PoC 取得研究課題） （課題番号：JP23bm1223006） 

 肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究事業 （課題番号：JP23fk0210106） 

 革新的先端研究開発支援事業 ユニットタイプ「感染症創薬に向けた研究基盤の構築と新規モダリテ

ィ等の技術基盤の創出」研究開発領域（AMED-CREST） （課題番号：JP23gm1610005） 

 肝炎等克服実用化研究事業 肝炎等克服緊急対策研究事業 （課題番号：JP23fk0210091） 

 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（3 次公募） （課題番号：

JP22fk010849） 

 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業（5 次公募） （課題番号：

JP21fk0108506） 

 再生・細胞医療・遺伝子治療研究開発課題（基礎応用研究課題） （課題番号：JP23bm1123009） 

 新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 （課題番号：JP20fk0108278） 

 革新的先端研究開発支援事業 ユニットタイプ「生体組織の適応・修復機構の時空間的解析による生

命現象 の理 解と医療 技 術シーズ の 創出」研 究 開発領 域（ AMED-CREST ）  （課題番号：

JP23gm1210012） 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

 ムーンショット型研究開発事業（ムーンショット目標 3 グラント番号：JPMJMS2033） 

 ムーンショット型研究開発事業（ムーンショット目標 2 グラント番号：JPMJPS2022） 

日本学術振興会（ＪＳPS） 

 科研費 基盤研究（A） （課題番号：JP21H04822） 

また、「T-CiRA 共同研究プログラム」による支援を受けています。 



 用語説明 

※1 T-CiRA 共同研究プログラム (Takeda-CiRA Joint Program for iPS Cell Applications) 

2016 年度から開始した京都大学 iPS 細胞研究所(CiRA)とタケダの 10 年間の共同研究プログラムの

こと。CiRA の山中伸弥教授の指揮のもと、CiRA、理化学研究所、東京医科歯科大学の研究者のリードに

よりアカデミアとタケダの研究者が協働して iPS 細胞技術の臨床応用に向けた最先端の研究を行ってい

ます。 

※2  iPS 細胞 

人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cell）のこと。 体細胞に特定因子（初期化因子）を導

入することにより樹立される、ES 細胞に類似した多能性幹細胞です。山中伸弥教授グループの研究によ

り、世界で初めて 2006 年にマウス体細胞を、2007 年にヒト体細胞を用いて樹立に成功しました。 

※3  オルガノイド（Organoid）  


